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（届出概要説明資料） 

 

 

審議案件に関する概要 
 

 

令和８年 1月９日 第５部会提出 

 

 

 

届出条項 大規模小売店舗立地法第６条第２項（変更） 

届 出 日  令和７年６月５日 

担当部署  オホーツク総合振興局産業振興部商工労働観光課 

  

１．届出者  

氏名又は名称及び代表者の氏名 住        所 

株式会社ヤマダホールディングス 

代表取締役 山田 昇 
群馬県高崎市栄町１番１号 

  

２．届出事項  

(1)店舗名及び所在地 ニトリ網走店 

 網走市つくしケ丘４丁目 88－14 ほか 

(2)小売業者名、代表者名及び住所 株式会社ニトリ 代表取締役 似鳥 昭雄 

 札幌市北区新琴似７条１丁目２番 39号 

(3)変更日 令和８年２月６日 

(4)店舗面積の合計 
（変更前）1,495㎡ 

（変更後）1,914㎡ 

(5)施設の配置 駐車場の収容台数 
（変更前）57台 

（変更後）34台 

 駐輪場の収容台数       36台（内、自動二輪置場８台） 

 荷さばき施設の面積      128㎡ 

 廃棄物保管施設の容量      48.6㎥ 

(6)施設の 開店時間・閉店時間 午前 10時 00分 ～ 午後 10時 00分 

運営方法 駐車場の利用時間帯  午前９時 30分 ～ 午後 10時 30分 

 
駐車場の出入口数 出入口２箇所、出口１箇所 

  

 荷さばき時間帯  午前８時 00分 ～ 午後 10時 00分 
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３．審査事項   

(1)駐車場整 指針必要駐車台数の整備 
必要駐車台数  68台 ≧ 設置台数 34台 

※類似店舗実績により整備 

備等への 従業員駐車場等の整備 
 敷地内に従業員用として 23台分を整備、冬季は

雪堆積場所と併用する 

配慮 駐輪場（自動二輪車を  36台 

 含む）の整備  

 来客車両等の入出庫方法  平面自走式 入出庫管理ゲートなし 

 搬入車両等の誘導 搬入が集中しないよう、計画的に配送を行う。 

 歩行者の安全対策 

店舗従業員や取引業者及び搬出入業者ととも

に、店舗周辺や駐車場内における低速度走行や、

歩行者及び来客に対する安全確認の徹底に取り組

む。 

出入口に看板や一旦停止表示を整備し、安全で

円滑な自動車誘導を図る。 

出入口①から店舗入口まで歩行者用通路を設置

する。 

 交通整理員の配置 
 来客が多いと予想される場合は、適宜交通整理

員を配置し安全の確保を図る。 

 除排雪による堆積方法 

 除排雪の堆積場所として、別途従業員用も兼ね

て 23台分の駐車スペースを駐車場内に確保する。 

 なお、積雪の状況に応じて排雪を行い、駐車場

の十分な確保に努める。 

 また、堆積場所は駐車場出入口と離れた場所に

確保し、車両の出入りに支障が無いよう努める。 

(2)騒音発生 昼間の等価騒音ﾚﾍﾞﾙの予 予測地点 環境基準値 予測結果 評 価 

への配慮 測結果 １ 60㏈ 45㏈ ○ 

  ２ 60㏈ 41㏈ ○ 

  ３ 60㏈    44㏈ ○ 

  ４ 55㏈ 48㏈ ○ 

 夜間の等価騒音ﾚﾍﾞﾙの予 予測地点 環境基準値 予測結果 評 価 

 測結果 １ 50㏈ 32㏈ ○ 

  ２ 50㏈ 28㏈ ○ 

  ３ 50㏈ 29㏈ ○ 

  ４ 45㏈ 25㏈ ○ 

 夜間の音源 予測地点 音源の種類 規制基準値 予測結果 評 価 

 毎騒音ﾚﾍﾞﾙ a 車両ドア閉音 50㏈ 68(50)㏈ △ 

 最大値の予 b 車両ドア閉音 50㏈ 72(49)㏈ △ 

 測結果 c 車両ドア閉音 50㏈ 62(50)㏈ △ 
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  d 車両ドア閉音 40㏈ 38㏈ ○ 

  ※（）は周辺民家での予測 

 騒音問題の一般的対策 

敷地内駐車場にアイドリングを禁止する看板を

設置し、アイドリング抑制を呼びかける。 

店外スピーカーなどは設置せず、音を出さない

ようにする。 

 荷さばき作業等の対策 

作業員にアイドリングストップやドア開閉を静

かに行うことを指導徹底する。 

夜間時間には荷さばき作業を行わない。 

荷下ろし時間、廃棄物収集に関する時間の短縮

化を図る。 

 付帯設備・施設等の対策  設備機器類の定期的なメンテナンスを行う。 

 青少年等の蝟集等の対策 

 周辺地域での防犯や青少年の非行防止に協力す

るともに、駐車場等への適正な照明の配置、必要

であれば巡回等を行う。 

 閉店後はチェーンバリカーにて駐車場を閉鎖す

る。なお、駐車場利用時間以外の荷さばき作業に

ついては担当者が施錠を解除して搬入を行う。 

 その他の対応方策 

駐車場路面の平滑化、段差を無くす等構造面の

配慮を行う。なお、住民から苦情が発生した場合

には、誠意をもって対応する。 

   

(3)廃棄物等 指針容量の整備 指針容量 4.253㎥ ≦ 設置容量 48.6㎥ 

への配慮 

保管場所の位置、構造等 

臭気を発する廃棄物はないが、建物の中にリサ

イクル可として保管する。 

位置についても荷さばき施設とあまり離れない

場所とし、移動距離を短くする。 

 運搬・処理対策 

廃棄物の分別を行い、収集や運搬等作業の迅速

化を図る。 

廃棄物の処理は専門業者に委託する。 

 減量化、リサイクル等 

廃棄物の分別を行い、再利用・リサイクルの促

進はもとより、ゴミを出さないことに重点を置い

たゴミ減量化を図る。 

 調理臭、悪臭の飛散防止 

調理や特に悪臭を発生する商品等は扱わない。 

ゴミは施設内に保管し、悪臭の発散防止に努め

る。 

 その他の対応方策 

廃棄物保管施設は必要容量を充足しているが、

万一保管施設が満杯になる場合は、収集回数を増

やす等の対応を行う。 

(4)街並みづくり等への配慮 

敷地周辺の街並みに配慮し、建物の外観等を落

ち着いた色彩とする。 

屋外広告物条例、及び景観条例を遵守し、景観

に配慮する。 

屋外照明や広告塔照明はその光により地域の住

民等に悪影響を与える「光害」が生じることがな

いよう、照明の配置や方向、強さ、点等時間に配

慮する。 
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(5)防災対策への配慮 

災害時においてはできるだけ早く店舗を復旧で

きるよう努力する。 

地元自治体や警察等の関係各課より災害時にお

ける協力要請がある場合には、要請の内容を検討

し、可能な協力を行う。 

(6)防犯対策への配慮 

 店舗従業員の定期的な巡回を実施すると共に、

閉店後は機械警備の作動及び施錠を行い、防犯に

努める。 

 店内には防犯カメラを設置する。 

(7)関係行政機関との協議状況  

 公安委員会（警察）  

  

北海道北見方面 

網走警察署交通課 

令和７年４月 11 日 

届出書案を提出し計画概要を説明。 

網走警察署 

① 閉店時や繁忙時の交通誘導員はどのように

配置するのか 

② 出入口に看板は設置するのか 

③ 従業員駐車場は何名程度必要であるのか 

 

協議対応者 

① 先ず５月末に開店し、その後立地法結審後

に増床を行う。 

最近は開業時に車両が並んだり特に売り出

しを行ったりはしないので、誘導員を配置

する計画は今後検討する。 

また、繁忙日の繁忙時混雑が予想される際

に適宜配置すると届出書に記載する。 

② 出入口①の南側設置の大型看板の一部に

「駐車場」の案内を、出入口②の横に入口表

示看板を設置予定である。 

③ 届出では 23 台を従業員用としているが、実

際は７～８台あれば十分である。 

 

 地元市町村  

  

網走市役所 

商工観光課 

都市管理課 

生活環境課 

令和７年４月 11日 

届出書案を提出し計画概要を説明。 

商工観光課 

網走市関係課の意見とりまとめは当課にて行う 

 

都市管理課 

出入口・車両経路等変更がないことや、発生台

数が減少する見込みであることにより、特に指摘

事項はない。 

 

生活環境課 

当店舗から発生する廃棄物の種類が「紙製廃棄

物」「可燃性廃棄物」であり、十分な保管施設を有

していると考えられるため、特に指摘事項はない。 
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事業者独自で廃棄物の処理を行うことなく、「適

切に処理を行う指定業者」にて処分の委託を行う

とのことで承知した。 

   

４．市町村、住民等の意見  

(1)市町村の意見 意見なし 

(2)住民等の意見 意見なし 

   

５．道（オホーツク総合振興局連絡調整会議）の意見案 

意見なし（書面により開催し、令和７年 11月 14日付で決定） 

   

 

 

 


